
























































































































と平成16年で特異な台風による “ 潮風害 ” の年だ
けでした．これ等の地域は “ 雨の年 ” も “ 日照り
の年 ” も単収が多く，長い時間をかけて何にも負














































































































































せられ，合流部の上流に “ 湾内 ” とか “ 沖田 ” と
か呼ばれる遊水地帯が造られていました．この10
ｍと５ｍラインとの間が “ 自然堤防地帯 ” で，５






成富兵庫は “ 地形と水 ” との関係を見る鋭い目を
持っていました．“ 扇状地帯 ” では大河川は氾濫
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させず，“ デルタ地帯 ” には上流からの洪水が氾






















に “ 乗越堤 ” があり，洪水の初期から流水が高水





















した洪水は “ 市の江水路 ” を渡って放水路である























この乗越堤の高さは “ 地盤石 ” で決められていま
した．測量すると，“ 地盤石 ” の高さは，上流に
位置する “ 国府 ” 集落が浸水する寸前の高さであ
り，集落はしっかり守られていました．つまり，
嘉瀬川の洪水は独創的な “ 尼寺林高水敷 ” から越
流し，市の江水路を “ 渡り ”，通常の遊水地と逆









が “ 兵庫横堤地帯 ” と名付けた地帯です17）．“ 大

















から “ 城下防災第一主義 ” などと云う近視眼的・
卑俗的な視点からでは藩政時代における佐賀平野





森は “ 鎮守の森 ” だけで集落を取り囲む “ 森 ” は
ありませんでした．ところが，佐賀に来て，森に









いる破堤直下の “ 津留集落 ” 付近で53年後の平成
20年に撮影したものであります．現在も堆積した
砂礫のせいか畠になっており，“ 津留天満宮 ” は
埋没・流出し，鳥居だけが残っていました．然し，
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の１つが集落を守る樹林帯ですが，その多くは
一本だけの “ 堤防 ”（横堤とか水受堤とか呼ばれ
ている）の上に成林しています．水受堤の大きな
ものは，昭和28年水害で破堤した嘉瀬川左岸の対
岸に位置する “ 平田集落 ” 北部から北に延びてい



















は「清楚な乙女」タイプの城原川の “ 石井樋 ” を
造った後に嘉瀬川の「メタボで臭い中年男」タイ
プの “ 石井樋 ” を造りました．現在の様に「取水
口」を上流に造っておけば “ メタボ ” の必要は無
いことを兵庫は百も承知だった筈です．この兵庫




































　そういえば，私達は長い間 “ レンゲ ” の花が咲
いている田を見たことが無い気がします．昔を思
えば，レンゲの花で春が来たと実感していた記憶




地では遥か昔から山の下にある “ 荒川 ” から３里




は農業に無知であるにも拘わらず調査 “ 三人組 ”
を作りました．佐賀平野に “ 泥上げ ” があるから
には背振山地にも “ 大宮台地 ” のような “ 泥上げ
畑 ” があるのではないかと考えたからです．然し，
素人の悲しさで何から調べたらいいか分からず，
とにかく，“泥畠 ” や “ 泥山 ” など “ 泥 ” のつく集
落から調べてみようと思っています．詳しい方々
のお知恵を借り，一緒に調べたいと思っていま
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